
内部統制システム構築の基本方針 

 

1.  取締役、執行役員及び従業員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

 当社は、コンプライアンスを経営の最重要課題の一つとして位置付けており、法令やルールを遵守し、

社会的規範に悖ることのない誠実かつ公正な企業活動を遂行するために芙蓉リースグループの役員およ

び従業員が遵守すべき行動の拠り所として「芙蓉リースグループのコンプライアンス基本方針」を定め

ている。そのうえで「持続的な価値創造を支える体制に関する基本方針」、「コーポレートガバナンス・ガ

イドライン」、「芙蓉リースグループのコンプライアンス基本方針」、「芙蓉リースグループの人権方針」、

「芙蓉リースグループの環境方針」及び本基本方針を総体として「芙蓉リースグループの企業行動規範」

と位置付けている。 

当社は、「芙蓉リースグループの企業行動規範」に基づいた、規程・手続・マニュアルの制定、従業員

の教育研修、内部通報制度の拡充等を通じて遵守体制を整備するとともに、取締役会及び監査役会によ

る監督、監査役、会計監査人及び当社グループ監査部による監査を通じて取締役、執行役員及び従業員の

職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制を維持する。 

 

2．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制  

 当社は、定款、「経営会議規程」及び「稟議規程」に基づき、取締役会議事録、経営会議議事録及び稟

議書を作成し、定められた期間保存することにより取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関

する体制を構築しており、この体制を維持する。 

 

3．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

 当社は、「リスク管理規程」において管理すべきリスクを信用リスク、市場リスク、流動性リスク、事

務リスク、システムリスク、法務リスク、人的リスク、レピュテーションリスク及びその他のリスクに区

分し、各リスク管理の基本方針に定める体制・方法によりリスクの特性や重要性に応じた管理を実施し

ている。 

 この他、非常災害の発生に備えた「緊急時対策規程」、情報管理に関わる「秘密情報管理規程」等を制

定して損失の危険の管理に関する規程その他の体制を整備しているが、経営環境の変化に伴い発生する

様々なリスクに適時適切に対応するため、リスク管理体制の強化に継続して取り組む。 

 

4．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

 当社は、執行役員制による業務分掌の明確化、「職務権限規程」に基づく職務権限の委譲、中期経営計

画に基づく計画管理及び予算統制を実施することにより、取締役の職務の執行が効率的に行われること

を確保するための体制を構築しており、今後も予算統制等による PDCAサイクルの充実を図り、効率的な

体制を維持し、向上させる。 

 

5．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

 当社及び子会社から成る企業集団は、「芙蓉総合リースグループの企業行動規範」を共有し、各社の事

業特性を踏まえてグループ一体となった経営を行う。 



 当社は、すべての子会社に取締役を派遣しており、「関係会社管理規程」に基づいて子会社の経営状況、

業務遂行につき承認又は報告を求めるなどの管理・統制を実施することで、当社及び子会社から成る企

業集団における業務の適正を確保するための体制を維持している。 

 各子会社における自律的な内部統制を基本としつつ、当社は主要子会社についてグループ監査部によ

る業務監査を定期的に実施するほか、子会社の業務内容等に応じてコンプライアンス、リスク管理、効率

化に必要な支援・指導を実施することにより、改善を図る。 

 

6．当社及び子会社から成る企業集団における財務報告の信頼性を確保するための体制 

 当社及び子会社から成る企業集団は、財務報告の信頼性、すなわち財務諸表及び財務諸表に重要な影

響を及ぼす可能性のある情報の信頼性を確保するために、全社レベル及び業務プロセスレベルにおいて

適切な内部統制を構築する。内部統制に何らかの不備が発見された場合には、必要に応じて改善を図り、

財務報告の信頼性を確保するための体制を整備・維持する。 

 

7．監査役がその職務を補助すべき従業員を置くことを求めた場合における当該従業員に関する体制 

 当社は、監査役を補助する従業員（以下、監査役補助使用人）について、取締役会室との兼務発令によ

って配置する。 

 

8．前項の従業員の取締役からの独立性並びに監査役の指示の実効性の確保に関する事項  

 当社は、監査役補助使用人について取締役からの独立性を確保し、監査役から指示された職務の実効

性を担保するため、監査役補助使用人は直接監査役の指揮命令下で監査役補助使用人業務を行うものと

し、同業務については取締役の指揮命令を受けないものとする。また、監査役補助使用人に対する人事異

動・人事考課・懲戒処分を行う際には、あらかじめ監査役会に対し意見を聴取した上で実施・決定する。 

 

9．当社監査役への報告に関する体制 

(1)当社の取締役、執行役員及び従業員が監査役会又は監査役に報告をするための体制その他の監査役へ

の報告に関する体制 

 当社の取締役、執行役員及び従業員は、監査役会又は監査役に対し ⑴当社に著しい損害を及ぼすおそ

れのある事実を発見したときは、直ちにその事実 ⑵取締役、執行役員及び従業員が法令若しくは定款に

違反する行為をし、又はこれらの行為をするおそれがあると考えられるときは、その旨⑶その他、法令及

び監査役会又は監査役が求めた事項について報告を行う。 

 

(2)子会社の取締役、監査役、執行役員及び従業員が当社の監査役に報告をするための体制 

 子会社の取締役、監査役、執行役員及び従業員は、当社の監査役が職務の執行に必要として求めた場

合、速やかに当社の監査役に報告する。当社の監査役は、当社および子会社の監査役等で構成するグルー

プ監査役等会議を定期的に開催して監査結果の報告を受け、情報の共有を図る。 

 また、グループ内部通報制度については、通報窓口に当社の監査役を追加するほか、他の窓口に通報さ

れた場合も当社の監査役に適切に報告されるよう、情報ルートを整備する。 

 



10．前項の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な扱いを受けないことを確保するため

の体制 

 当社は、当社及び子会社の取締役、監査役、執行役員及び従業員が前項の報告をしたことを理由として

不利な扱いを行わない。また、内部通報取扱規程においても、監査役への通報者又は報告者の保護を明記

する。 

 

11．監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

 当社は、監査役がその職務の執行について必要な費用の前払い等の請求をしたときは、速やかに当該

費用又は債務を処理する。 

 

12．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

 当社は、取締役会及び経営会議等への出席、経営者との定期的なディスカッションの実施、重要稟議の

回付、グループ監査部からの業務監査結果の報告などにより、監査役が当社における業務執行の状況を

常時把握できる環境を提供することで監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制を維

持し、必要に応じて体制の充実を図る。 

 

13．反社会的勢力との関係を遮断するための体制 

 当社は、「芙蓉リースグループのコンプライアンス基本方針」において市民社会の秩序や安全に脅威を

与える反社会的勢力とは一切の関係を遮断することを宣言するとともに、反社会的勢力との関係遮断に

向けたコンプライアンス規程・対応マニュアルの制定、従業員に対する教育研修の実施、警察当局との連

携等、組織的な対応を実施している。 

 今後も反社会的勢力との関係を遮断するための体制を維持し、対応の徹底を図る。 

 


